
名古屋市発！新型コロナだより 

「名古屋市発！新型コロナだより」では、名古屋市における最新の感染動向や市民の皆

様に気を付けていただきたいこと等について随時お知らせしていきます。 

１ 本市の感染状況 

(1)年代別新規感染者数（令和 3年 8月 31 日現在）

⇒先月と比較して新規感染者数が約 8.5 倍、特に、8月第 3週から第 4週にかけては倍増

(2)本市の感染動向・事例

(3)本市の取組み

２ ワクチン接種の状況（令和 3年 9月 6日現在）

⇒市内接種対象者の半数以上が 1回目の接種完了だが、30 歳代以下では約 3割程度に留まる

３ ブレイクスルー感染状況について（令和 3年 8月 16 日～29 日) 

⇒ワクチンを 2回接種した後、十分な免疫がつくとされる 2週間後以降に感染した方は、全体の約

4％であり、また、重症以上の症状となった事例は確認されていない。ただし、感染の可能性は

あるため、接種後も引き続き、感染防止対策の徹底が必要

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～ 合計

651 1,314 3,764 1,932 1,620 1,071 277 131 120 10,880

23日～29日 287 612 1,706 827 686 440 114 59 58 4,789

16日～22日 115 251 837 387 346 240 63 27 18 2,284

42 97 393 248 211 178 46 19 19 1,253

6.0% 12.1% 34.6% 17.8% 14.9% 9.8% 2.5% 1.2% 1.1% 100.0%

8月

（参考）感染者数割合

7月

陽性者の人数

8/16～8/22 2,284 259 11% 100 4% 75 3%
8/23～8/29 4,789 681 14% 348 7% 234 5%
合　計 7,073 940 13% 448 6% 309 4%

※ブレイクスルー感染…ワクチン接種後に感染症に感染すること。

ワクチン接種済 うちワクチン2回接種済
うち2回目終了後
2週間以上経過

〇 若い世代での感染が増えています！！「県をまたぐ不要不急の移動」「家族や普段

行動を共にしている仲間以外との交流」等の移動自粛の徹底をお願いいたします。

〇 感染の早期終息に向けて、積極的なワクチン接種にご協力いただくとともに、ワクチ

ン接種後も基本的な感染防止対策の徹底を忘れずにお願いします。

今、市民の皆様へ 
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・若い世代で感染者が爆発的に増加し、新規感染者数の約 7割が 30 歳代以下

⇒外出に積極的である若い世代が、会食や旅行によって感染する事例が多発している

・本市の感染者の約 85%以上がデルタ株に（入院リスクが高く、感染力は従来株の２倍）

・自宅療養者の健康観察や積極的疫学調査を強化するため、保健センターの体制を強化

・大規模集団接種会場にて妊娠されている方のワクチン優先接種を実施

・感染が拡大している若い世代向けの情報発信の強化



【名古屋市】新型コロナウイルス感染症対策に係る啓発動画のご紹介 

ナゴヤコロナ対策ハートフルメッセンジャーである「グランパスくんファミ

リー」が感染対策の取組みを紹介する啓発動画を市公式ウェブサイトなごや動

画館「まるはっちゅ～ぶ」（YouTube）で公開しております。ぜひご覧くださ

い！！

○ワクチン接種後の感染対策編

（ https://youtu.be/E4-O9UoEuEQ ）
ワクチン接種を済ませた方に、その後

の過ごし方や感染対策についてご注意い 

ただきたいことをお伝えします。 

○職場内感染防止編

（ https://youtu.be/OCuOXe-w3Ls ）
 職場における感染防止対策「コロナに 

負けるな！NAGOYA ビジネススタイル NBiz」 

についてお伝えします。 

○積極的疫学調査編

（ https://youtu.be/twOp5j_SfxA ）
 感染拡大を防ぐため、名古屋市が取り 

組んでいる「積極的疫学調査」について 

ご紹介します。 

【担当部署】名古屋市防災危機管理局危機対策室 

 担当：酒井、林 電話：972-4063 



１ 背景・経緯 

新型コロナウイルス感染症にかかる最近の感染状況として、30 歳代以下

の若い世代が新規陽性数の約７割を占めています。 

特に、大学生によるサークル活動、若い社会人による旅行や実家への帰

省などによって感染したと思われる事例が多数報告されています。 

＜年代別感染者の割合（8月 12日～18日）＞ 

２ 課題 

若い世代に対する積極的な情報発信等が急務ですが、現状、以下のよう

な要因により効果的に伝わっていないことから、新たな啓発手法や内容の

検討が必要と考えています。 

・行政等から発せられるメッセージの内容は分かりにくく、興味を

持ちにくい。

・広報媒体としても目に留まりにくい。

（Twitter,facebook,LINE，市内主要駅デジタルサイネージなど） 

・一度だけでなく、何度も目に付くような継続的な啓発が必要である。

３ 課題解決に向けた対応策 

大学生や若い世代の社会人の皆さん（新型コロナ広報アドバイザー）か

ら、直接、本市が実施する情報発信等についての意見やニーズなどを聞き

取り、その結果を反映した啓発事業を展開していきます。 

＜イメージ＞ 

＜学生や若い世代の社会人の皆さん（新型コロナ広報アドバイザー）にお願いしたいこと＞

若い世代向けの情報発信の強化（新型コロナ広報アドバイザー）について

名古屋市防災危機管理局

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代

6.3% 10.4% 33.4% 19.2% 15.2% 11.0% 2.4% 1.2% 0.7% 0.2%

新規陽性患者数の約７割が 30歳代以下!! 

若い世代向けの内容・ツールにて、同世代に響く情報発信が必要 

〇 こんなことアドバイスください！ 

 どのようなメッセージなら心に響きますか？

（どのようなメッセージなら皆さんが行動に移すきっかけになりますか？）

 どのようなツールなら目に触れる機会がありますか？

 新型コロナのどんなことを知りたいですか？

〇 皆さんが持っている情報発信ツールを活用いただき、本市からの情報発信

にご協力ください！

名古屋市

僕達の世代は僕達で守る！

私たちの声を市政に反映！

（新型コロナ広報アドバイザー）

相談・意見収集

助言・提案・協力

学生や若い世代の社会人の皆さん

■応募資格■
名古屋市内に所在する大学、短期大学及び専門学校等に在籍する学生、団体

※ゼミの研究など教授等職員による応募も可能です。

■募集期間■
令和 3年 9月 21 日（火）～随時募集

※予告なく募集を締め切らせていただく場合がございます。

■応募・問合せ先■
以下の連絡先に、ご協力いただける方（グループの場合は代表者）の氏名・連絡先等について

電話・メールしてください。詳細は応募者のご希望に沿った形で進めていきます。 

名古屋市防災危機管理局危機対策室（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策等に係る総合調整・広報担当） 

所在地：名古屋市中区三の丸三丁目１番１号 電話：052-972-4063 

電子メール：a3522-02@bosaikikikanri.city.nagoya.lg.jp
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